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(57)【要約】
【課題】様々な種類の布帛を着色することができ、かつ得られる画像の色相及び色濃度に
優れた、捺染用インクジェットインク、上記捺染用インクジェットインクを充填したイン
クカートリッジ、及び上記捺染用インクジェットインクを用いるインクジェット捺染方法
を提供すること。
【解決手段】水、水性有機溶剤、非水溶性染料、分散剤、及び樹脂を含み、上記非水溶性
染料及び上記樹脂が分散している、捺染用インクジェットインク、上記捺染用インクジェ
ットインクを充填したインクカートリッジ、及び上記捺染用インクジェットインクを用い
るインクジェット捺染方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水、水性有機溶剤、非水溶性染料、分散剤、及び樹脂を含み、前記非水溶性染料及び前
記樹脂が分散している、捺染用インクジェットインク。
【請求項２】
　更に顔料を含み、前記顔料が分散している、請求項１に記載の捺染用インクジェットイ
ンク。
【請求項３】
　前記非水溶性染料の含有量が０．５～１０質量％である、請求項１又は２に記載の捺染
用インクジェットインク。
【請求項４】
　前記顔料の含有量が０．５～１０質量％である、請求項２に記載の捺染用インクジェッ
トインク。
【請求項５】
　更に架橋剤を含む請求項１～４のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインク。
【請求項６】
　前記非水溶性染料の含有量に対する前記樹脂の含有量の比が質量基準で１／１～５／１
である請求項１～５のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインク。
【請求項７】
　前記樹脂が平均粒子径２００ｎｍ以下の粒子状である請求項１～６のいずれか１項に記
載の捺染用インクジェットインク。
【請求項８】
　前記非水溶性染料が平均粒子径２００ｎｍ以下の粒子状である請求項１～７のいずれか
１項に記載の捺染用インクジェットインク。
【請求項９】
　前記非水溶性染料の含有量が２～１０質量％である請求項１～８のいずれか１項に記載
の捺染用インクジェットインク。
【請求項１０】
　前記非水溶性染料が、分散染料又は油溶性染料である、請求項１～９のいずれか１項に
記載の捺染用インクジェットインク。
【請求項１１】
　前記非水溶性染料が、昇華性分散染料である、請求項１～１０のいずれか１項に記載の
捺染用インクジェットインク。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインクを充填したインク
カートリッジ。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインクを、インクジェッ
ト方式で布帛に直接印捺する工程を有するインクジェット捺染方法。
【請求項１４】
　前記布帛が、凝集剤を含む水性前処理液により前処理された布帛である、請求項１３に
記載のインクジェット捺染方法。
【請求項１５】
　更に、熱処理工程を含む、請求項１３又は１４に記載のインクジェット捺染方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、捺染用インクジェットインク、インクカートリッジ、及びインクジェット捺
染方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、布帛の着色に用いられる着色剤は染料又は顔料のいずれかであり、これらの
着色剤を用いて、布帛を工業的に着色する方法として、スクリーン印刷方式、ローラー印
刷方式、転写方式、インクジェット方式等が行われてきた。特に、インクジェット方式は
、他の方式に比べて版を作製する必要がなく、手早く階調性に優れた画像を形成でき、更
に、形成画像として必要な量のインクのみを使用するため、廃液が少ないなどの環境的な
利点を有する優れた画像形成方法であるといえる。
【０００３】
　特許文献１及び２には、昇華性分散染料と、分散剤とを含む捺染用インクジェットイン
クを、紙等の中間記録媒体に付着させて、その後、インクが付着した中間記録媒体を加熱
することで、布帛にインクを転写する方法が記載されている。
　特許文献３には、より簡便なインクジェット捺染方法として、昇華性分散染料と、分散
剤とを含む捺染用インクジェットインクを用い、布帛に画像を直接印刷する方法が記載さ
れている。
　また、特許文献４には、顔料分散体、水溶性固着剤、及び架橋剤を含有する捺染用イン
クジェットインクが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１４７８２６号公報
【特許文献２】特開２０１５－１０２１２号公報
【特許文献３】特開２０１０－５９５９１号公報
【特許文献４】特開２０１２－２５１０６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１～３のインクジェット捺染方法では昇華性分散染料が用いら
れているが、この染料は主としてポリエステル布帛の着色にしか適用できない。
　また、特許文献４に記載のインクジェット捺染方法では顔料が用いられており、様々な
種類の布帛を着色することが出来るが、得られる着色布は、染料の捺染により得られる着
色布と比較して色相及び色濃度が劣るという問題がある。
【０００６】
　本発明の課題は、様々な種類の布帛を着色することができ、かつ得られる画像の色相及
び色濃度に優れた、捺染用インクジェットインク、上記捺染用インクジェットインクを充
填したインクカートリッジ、及び上記捺染用インクジェットインクを用いるインクジェッ
ト捺染方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記課題を解決するため鋭意研究を重ね、非水溶性染料と樹脂とが分散
した捺染用インクジェットインクにより上記課題を解決できることを見出した。本発明に
よる上記課題解決の機構の詳細は完全には明らかではないが、本発明者らは以下のように
考えている。
　非水溶性染料と樹脂とが分散した状態で存在している捺染用インクジェットインクをイ
ンクジェット法で布帛に印捺した場合、樹脂が膜を形成し、その膜に非水溶性染料が拡散
し、均一に存在することで、布帛の着色を行うことができると考えられる。本発明のイン
クジェット捺染方法では、このように、樹脂から形成された膜中に非水溶性染料が拡散す
ることで着色をするため、適用できる布帛には特に制限がなく、様々な種類の布帛を着色
することができる。また、樹脂から形成された膜中に非水溶性染料が拡散する際に、非水
溶性染料は分子レベルで拡散するため、得られる画像の色相及び色濃度にも優れるものと
考えられる。
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　本発明の課題は、具体的には下記の手段によって達成された。
【０００８】
＜１＞
　水、水性有機溶剤、非水溶性染料、分散剤、及び樹脂を含み、上記非水溶性染料及び上
記樹脂が分散している、捺染用インクジェットインク。
＜２＞
　更に顔料を含み、上記顔料が分散している、＜１＞に記載の捺染用インクジェットイン
ク。
＜３＞
　上記非水溶性染料の含有量が０．５～１０質量％である、＜１＞又は＜２＞に記載の捺
染用インクジェットインク。
＜４＞
　上記顔料の含有量が０．５～１０質量％である、＜２＞に記載の捺染用インクジェット
インク。
＜５＞
　更に架橋剤を含む＜１＞～＜４＞のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインク
。
＜６＞
　上記非水溶性染料の含有量に対する上記樹脂の含有量の比が質量基準で１／１～５／１
である＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインク。
＜７＞
　上記樹脂が平均粒子径２００ｎｍ以下の粒子状である＜１＞～＜６＞のいずれか１項に
記載の捺染用インクジェットインク。
＜８＞
　上記非水溶性染料が平均粒子径２００ｎｍ以下の粒子状である＜１＞～＜７＞のいずれ
か１項に記載の捺染用インクジェットインク。
＜９＞
　上記非水溶性染料の含有量が２～１０質量％である＜１＞～＜８＞のいずれか１項に記
載の捺染用インクジェットインク。
＜１０＞
　上記非水溶性染料が、分散染料又は油溶性染料である、＜１＞～＜９＞のいずれか１項
に記載の捺染用インクジェットインク。
＜１１＞
　上記非水溶性染料が、昇華性分散染料である、＜１＞～＜１０＞のいずれか１項に記載
の捺染用インクジェットインク。
＜１２＞
　＜１＞～＜１１＞のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインクを充填したイン
クカートリッジ。
＜１３＞
　＜１＞～＜１１＞のいずれか１項に記載の捺染用インクジェットインクを、インクジェ
ット方式で布帛に直接印捺する工程を有するインクジェット捺染方法。
＜１４＞
　上記布帛が、凝集剤を含む水性前処理液により前処理された布帛である、＜１３＞に記
載のインクジェット捺染方法。
＜１５＞
　更に、熱処理工程を含む、＜１３＞又は＜１４＞に記載のインクジェット捺染方法。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、様々な種類の布帛を着色することができ、かつ得られる画像の色相及
び色濃度に優れた、捺染用インクジェットインク、上記捺染用インクジェットインクを充
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填したインクカートリッジ、及び上記捺染用インクジェットインクを用いるインクジェッ
ト捺染方法を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明について詳細に説明する。
　本明細書において「～」を用いて表される数値範囲は、「～」の前後に記載される数値
を下限値および上限値として含む範囲を意味する。
【００１１】
［捺染用インクジェットインク］
　本発明の捺染用インクジェットインクは、（ａ）水、（ｂ）水性有機溶剤、（ｃ）非水
溶性染料、（ｄ）分散剤、及び（ｅ）樹脂を含み、上記（ｃ）非水溶性染料及び上記（ｅ
）樹脂が分散している、捺染用インクジェットインクである。
【００１２】
＜（ａ）水＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、水を含む。水としては、特に制限されること
はなく、イオン交換水、限外ろ過水、逆浸透水、蒸留水等の純水、または超純水を用いる
ことが出来るが、超純水を用いることがより好ましい。
　捺染用インクジェットインク中の水の含有量は、好ましくは４０～８０質量％であり、
より好ましくは４５～７５質量％であり、特に好ましくは５０～７５質量％である。水の
含有量が上記範囲内であると、捺染用インクジェットインクの安定性に優れ（沈降などが
起こりにくく）、インクジェットインクとしての吐出安定性にも優れる。
【００１３】
＜（ｂ）水性有機溶剤＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、水性有機溶剤を含む。
　水性有機溶剤としては、２５℃における水への溶解度として１０ｇ／１００ｇ－Ｈ２Ｏ
以上であるものが好ましく、２０ｇ／１００ｇ－Ｈ２Ｏ以上であるものがより好ましく、
水と任意の割合で混和するものが特に好ましい。水性有機溶剤としては、アルコール系溶
剤、アミド系溶剤、ニトリル系溶剤が挙げられる。例えば、メタノール、エタノール、ｎ
－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、ｔｅｒｔ－ブタ
ノール、トリメチロールプロパン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコー
ル、１，２，６－ヘキサントリオ－ル、チオグルコール、ヘキシレングリコール、グリセ
リン、ジグリセリン、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、１，５－ペンタン
ジオ－ル、１，６－ヘキサンジオール、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレ
ングリコールモノブチルエーテル、アセトニトリルなどが挙げられる。好ましくはトリメ
チロールプロパン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコー
ル、プロピレングリコール、グリセリン、２－ピロリドン、１，５－ペンタンジオール、
１，６－ヘキサンジオール、エチレングリコールモノブチルエーテルであり、より好まし
くは、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレ
ングリコール、グリセリン、２－ピロリドン、エチレングリコールモノブチルエーテルで
あり、特に好ましくはエチレングリコール、グリセリン、２－ピロリドンである。
【００１４】
　捺染用インクジェットインク中の水性有機溶剤の含有量は、好ましくは５～５０質量％
であり、より好ましくは５～４０質量％であり、更に好ましくは１０～３０質量％である
。水性有機溶剤の含有量が上記範囲内であると、捺染用インクジェットインクの安定性に
優れ（沈降などが起こりにくく）、インクジェットインクとしての吐出安定性にも優れる
。
【００１５】
＜（ｃ）非水溶性染料＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは非水溶性染料を含む。
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　非水溶性染料とは、水に溶けない（水不溶性）染料である。本発明の捺染用インクジェ
ットインクに含まれる非水溶性染料は１種でも良いし、２種以上でも良い。
　非水溶性染料は、分散染料又は油溶性染料であることが好ましい。
　昇華性分散染料とは、水不溶性の分散染料のうち、加熱により昇華する性質を有する染
料である。ここで、水不溶性とは、２５℃における水への溶解度が、１ｇ／リットル以下
、好ましくは５００ｍｇ／リットル以下、より好ましくは１００ｍｇ／リットル以下であ
ることを意味する。
【００１６】
　本発明における非水溶性染料としては、上記性質を有する染料であれば特に限定はない
が、特に以下の染料が好ましい。なお、「Ｃ．Ｉ．」は「カラーインデックス」の略であ
る。また、「Ｄｉｓｐｅｒｓｅ」と記載されているものは分散染料であり、「Ｓｏｌｖｅ
ｎｔ」と記載されているものは油溶性染料（昇華性分散染料ではない）である。
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　３，７，８，２３，３９，５１，５４，６
０，７１，８６、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２，１４，１６，２１，３３，４３，４４，
５６，８２，８５，９３，９８，１１４，１３１，１３５，１５７，１６０，１６３，１
６７，１７６，１７９，１８５，１８９、
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｒｅｄ　１１，５０，５３，５５，５５：１，５９，６０
，６５，７０，７５，９３，１４６，１５８，１９０，１９０：１，２０７，２３９，２
４０、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　８，２３，２４，２５，４９，５２，１０９，１１
１，１１９，１２２，１２４，１３５，１４６，１４９，１５０，１６８，１６９，１７
２，１７９，１９５，１９６，１９７，２０７，２２２，２２７，３１２，３１３、
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ　３，５，１９，２６，２６：１，３５，５５，
５６，５８，６４，６４：１，７２，７２：１，８１，８１：１，９１，９５，１０８，
１３１，１４１，１４５，３５９，３６０、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　３，４，５，３５，３６，３８，４５，５９，６
３，６７，６８，７０，７８，８３，９７，１０１，１０２，１０４，１０５，１１１，
１２２、
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｏｒａｎｇｅ　１，１：１，５，７，２０，２３，２５，
２５：１，３３，５６，７６、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　３，１４，５４，６０，６２，６３，６７，
８６，１０７、
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｖｉｏｌｅｔ　８，１１，１７，２３，２６，２７，２８
，２９，３６，５７、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　８，９，１１，１３，１４，２６，２８，３
１，３６，５９、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３，５，７，２８、
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｒｏｗｎ　２、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｒｏｗｎ　５３、
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　３，５，７，２７，２９，３４
【００１７】
　本発明の捺染用インクジェットインクでは、非水溶性染料が分散して存在している。
　非水溶性染料は、分散時において、併用する分散剤との吸着により、水となじみやすく
（濡れやすく）、静電反発（斥力）又は立体反発により非水溶性染料の微粒子の再凝集を
防止し、沈降生成の抑制の機能を有する。
　非水溶性染料を分散させる方法としては公知の方法を用いることができる。
【００１８】
　分散している非水溶性染料は粒子状であることが好ましい。分散している非水溶性染料
は、平均粒子径２００ｎｍ以下の粒子状であることが好ましく、２０～２００ｎｍの粒子
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状であることがより好ましく、４０～１５０ｎｍの粒子状であることが更に好ましい。分
散している非水溶性染料の平均粒子径が２００ｎｍ以下であると、インクジェット法によ
り布帛に直接印捺することが容易となる。
　非水溶性染料の平均粒子径は、粒度分布測定装置（ナノトラックＵＰＡ　ＥＸ１５０、
日機装株式会社製、商品名）を用いて測定した値を用いた。
【００１９】
　捺染用インクジェットインク中の非水溶性染料の含有量は、良好な染色濃度が得られ、
かつ捺染用インクジェットインクの保存安定性および吐出性に優れるという理由から、０
．５～１０質量％が好ましく、２～１０質量％がより好ましく、２～８質量％が更に好ま
しく、２～６質量％が特に好ましい。
【００２０】
＜（ｄ）分散剤＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、分散剤を含む。
　分散剤を用いることで、捺染用インクジェットインクにおける非水溶性染料の分散安定
性に優れ、捺染用インクジェットインクの保存安定性、長期にわたる吐出安定性等を高め
ることが出来る。
　分散剤としては、特に限定はなく、低分子型分散剤であっても、高分子型分散剤であっ
てもよい。
　低分子型分散剤としては、特に限定されないが、アニオン系分散剤、ノニオン系分散剤
が挙げられる。
　アニオン系分散剤としては、特に限定されないが、例えば、芳香族スルホン酸のホルマ
リン縮合物、β－ナフタレンスルホン酸のホルマリン縮合物、アルキルナフタレンスルホ
ン酸のホルマリン縮合物、及び、クレオソート油スルホン酸のホルマリン縮合物が挙げら
れる。
　芳香族スルホン酸としては、特に限定されないが、例えば、クレオソート油スルホン酸
、クレゾールスルホン酸、フェノールスルホン酸、β－ナフトールスルホン酸、メチルナ
フタレンスルホン酸、ブチルナフタレンスルホン酸等のアルキルナフタレンスルホン酸、
β－ナフタレンスルホン酸とβ－ナフトールスルホン酸との混合物、クレゾールスルホン
酸と２－ナフトール－６－スルホン酸との混合物、リグニンスルホン酸等が挙げられる。
　ノニオン系分散剤としては、特に限定されないが、例えば、フィトステロールのエチレ
ンオキサイド付加物、コレスタノールのエチレンオキサイド付加物等が挙げられる。
　高分子型分散剤としては、特に限定されないが、例えば、ポリアクリル酸部分アルキル
エステル、ポリアルキレンポリアミン、ポリアクリル酸塩、スチレン－アクリル酸共重合
物、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合物等が挙げられる。
【００２１】
　捺染用インクジェットインク中の分散剤の含有量は、０．１～１０質量％が好ましく、
０．２～５質量％がより好ましい。
【００２２】
＜（ｅ）樹脂＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、分散した状態の樹脂（「（ｅ）樹脂」ともい
う）を含む。
　なお、（ｅ）樹脂は、（ｄ）分散剤として用い得る高分子型分散剤とは異なる成分であ
る。
　（ｅ）樹脂は、捺染用インクジェットインク中で単独で分散して存在するが、高分子型
分散剤は、捺染用インクジェットインク中で非水溶性染料との混合物で分散して存在する
。
【００２３】
　前述のように、本発明のインクジェット捺染方法では、（ｅ）樹脂が布帛上で膜を形成
し、この膜に非水溶性染料が拡散することで着色画像を形成するものであるが、この際、
布帛と樹脂との密着性をより強固にして、画像の堅牢性を向上させるために、後述する架
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橋剤を用いることができる。したがって、樹脂が、架橋剤の架橋性基と反応できる基とし
てカルボキシル基、ヒドロキシル基、スルホン酸基、アミド基等を有することが好ましい
。
【００２４】
　（ｅ）樹脂としては、ウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、又は塩化ビニル樹脂であるこ
とが好ましく、単独で使用しても混合で使用してもよい。
　（ｅ）樹脂は公知の方法で合成してもよいし、市販品を用いてもよい。
　染色物の良好な風合いを保つ理由から、（ｅ）樹脂のＴｇ（ガラス転移温度）は１５０
℃以下であることが好ましく、１２０℃以下であることがより好ましく、１００℃未満で
あることが更に好ましい。また、（ｅ）樹脂の分子量は、１５万以下であることが好まし
く、１０万以下であることがより好ましく、７万以下であることが更に好ましい。分子量
が１５万以下であれば、長期的に吐出安定性を確保することが出来る。
【００２５】
　本発明の捺染用インクジェットインクでは、（ｅ）樹脂が分散して存在している。
　（ｅ）樹脂は、分散時において、（ｅ）樹脂自体の性質として、又は分散剤を併用する
ことにより、水となじみやすく（濡れやすく）、静電反発（斥力）又は立体反発により（
ｅ）樹脂の微粒子の再凝集を防止し、沈降生成の抑制の機能を有する。
　（ｅ）樹脂を分散させる方法としては公知の方法を用いることができる。
【００２６】
　分散している（ｅ）樹脂は粒子状であることが好ましい。分散している（ｅ）樹脂は、
平均粒子径２００ｎｍ以下の粒子状であることが好ましく、２０～２００ｎｍの粒子状で
あることがより好ましく、４０～１５０ｎｍの粒子状であることが更に好ましい。分散し
ている（ｅ）樹脂の平均粒子径が２００ｎｍ以下であると、インクジェット法により布帛
に直接印捺することが容易となる。
　（ｅ）樹脂の平均粒子径は、粒度分布測定装置（ナノトラックＵＰＡ　ＥＸ１５０、日
機装株式会社製、商品名）を用いて測定した値を用いた。
【００２７】
　捺染用インクジェットインク中の（ｅ）樹脂の含有量は、非水溶性染料を（ｅ）樹脂中
に均一に拡散、溶解させ、かつ染色物の風合いを損なわない理由から、１～２０質量％が
好ましく、２～１５質量％がより好ましく、３～１０質量％が更に好ましい。
【００２８】
　捺染用インクジェットインク中、非水溶性染料を（ｅ）樹脂中に均一に拡散、溶解させ
、高い発色性を実現するという理由から、非水溶性染料の含有量に対する（ｅ）樹脂の含
有量の比（（ｅ）樹脂の含有量／非水溶性染料の含有量）が質量基準で１／１～５／１で
あることが好ましく、１／１～４／１であることがより好ましく、１／１～３／１である
ことが更に好ましい。
【００２９】
＜（ｆ）架橋剤＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、更に架橋剤を含むことが好ましい。
　前述のように、本発明のインクジェット捺染方法では、（ｅ）樹脂が布帛上で膜を形成
し、この膜に非水溶性染料が拡散することで着色画像を形成するものであるが、この際、
布帛と樹脂との密着性をより強固にして、画像の堅牢性を向上させるために、架橋剤を用
いることが好ましい。架橋剤により、（ｅ）樹脂と布帛を構成する成分とが結合すること
が好ましい。
　架橋剤は、架橋性基を少なくとも２つ有する化合物であることが好ましい。
　架橋剤が有する架橋性基としては、カルボキシル基、ヒドロキシル基、スルホン酸基、
アミド基等が好ましい。
　架橋剤としては、ブロック化イソシアネート系化合物、オキサゾリン系化合物、カルボ
ジイミド化合物などが挙げられるが、中でも、ＨＤＩ（ヘキサメチレンジイソシアネート
）、Ｈ６ＸＤＩ（水添キシリレンジイソシアネート）、ＩＰＤＩ（イソホロンジイソシア



(9) JP 2017-171907 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

ネート）、又はＨ１２ＭＤＩ（ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート）のＴＭＰ（ト
リメチロールプロパン）アダクト体又はイソシアヌレート体をブロック剤によりブロック
したブロック化イソシアネート系化合物が好ましく、ブロック剤は、その解離温度から、
ＤＥＭ（マロン酸ジエチル）、ＤＩＰＡ（ジイソプロピルアミン）、ＴＲＩＡ（１，２，
４－トリアゾール）、ＤＭＰ（３，５－ジメチルピラゾール）、ＭＥＫＯ（ブタノンオキ
シム）が好適に用いることが出来る。なお、これらのブロック化イソシアネート系化合物
は、そのイソシアネート基の一部をポリオール、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリ
エーテルなどと反応させたオリゴマーとして用いることもできる。
　また、架橋剤は、親水基を付与することで、水溶性又は自己乳化性があるものとして捺
染用インクジェットインクに配合するのが好ましい。この状態であれば、配合したインク
粘度を低粘度とすることができ、再分散性に優れたものとすることができる。
【００３０】
　捺染用インクジェットインク中の架橋剤の含有量は、樹脂および布帛を反応させるのに
十分な架橋基性官能基を配合する必要があることから、０．１～１０質量％であることが
好ましく、０．５～８質量％であることがより好ましく、１～５質量％であることが更に
好ましい。
【００３１】
＜（ｇ）顔料＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、更に顔料を含むことができる。上記顔料は本
発明の捺染用インクジェットインク中で分散していることが好ましい。
　前述のように、本発明のインクジェット捺染方法では、（ｅ）樹脂が布帛上で膜を形成
し、この膜に非水溶性染料が拡散することで着色画像を形成するものであるが、色によっ
ては、更にこの膜中に顔料が分散することで、色相を調整したり、色濃度をより高くした
りすることができるため好ましい。顔料は１種のみ用いても良いし、２種以上を用いても
良い。
【００３２】
　本発明に用いることができる顔料は特に限定されないが、たとえば、
　カーボンブラック、
　アニリンブラック、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３、１２、５３、５５、７４、８１、８３、９３、９４、
９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０８、１０９、１１０、１１７、１２０
、１２８、１３８、１５３、１５５、１８０、１８５、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１２、１１４、１２２、１２３、１４６、１４９、１６６
、１６８、１７０、１７２、１７７、１７８、１７９、１８５、１９０、１９３、２０２
、２０６、２０９、２１９、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、２３、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、４３、６４、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６
、１６、１７：１、５６、６０、６３、
　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６
から選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。
【００３３】
　本発明の捺染用インクジェットインクが顔料を含む場合、捺染用インクジェットインク
中の顔料の含有量は、０．５～１０質量％が好ましく、０．５～８質量％がより好ましく
、０．５～５質量％が更に好ましい。
【００３４】
　本発明では、捺染用インクジェットインクの調製に際して、分散剤を用いて顔料を水中
に分散させた顔料の水分散体（「顔料水分散体」とも呼ぶ。）を用いることもできる。顔
料水分散体としては、たとえば特開２０１２－７１４８号公報に記載された顔料分散体を
用いることができる。
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　顔料としては、自己分散型顔料を使用することもできる。使用し得る自己分散型顔料と
しては、自己分散型カーボンブラックＣＡＢ－Ｏ－ＪＥＴ　２００、同３００（以上、キ
ャボット社製）、ＢＯＮＪＥＴ　ＣＷ－１（カルボキシ基として５００μｍｏｌ／ｇ）、
同ＣＷ－２（カルボキシ基として４７０μｍｏｌ／ｇ）（以上、オリヱント化学工業株式
会社製）、東海カーボン株式会社のＡｑｕａ－Ｂｌａｃｋ　１６２（カルボキシル基とし
て約８００μｍｏｌ／ｇ）等の市販品が挙げられる。
【００３５】
＜その他の成分＞
　本発明の捺染用インクジェットインクは、上記した以外の成分を含んでいてもよい。
　その他の成分としては、たとえば、上記非水溶性染料及び顔料以外の着色剤、有機溶媒
、界面活性剤、ｐＨ調整剤、蛍光増白剤、表面張力調整剤、消泡剤、乾燥防止剤、潤滑剤
、増粘剤、紫外線吸収剤、退色防止剤、帯電防止剤、マット剤、酸化防止剤、比抵抗調整
剤、防錆剤、無機顔料、還元防止剤、防腐剤、防黴剤、及びキレート剤等が挙げられる。
【００３６】
＜捺染用インクジェットインクの調製方法＞
　本発明の捺染用インクジェットインクの調製方法は特に限定されない。たとえば、まず
、非水溶性染料、分散剤、及び水を、ガラスビーズ、ジルコニアビーズ、チタニアビーズ
、又はステンレス球とともにアトライター又はミル機で微分散して、ガラスビーズ、ジル
コニアビーズ、チタニアビーズ、又はステンレス球を取り除き、非水溶性染料の水分散体
を得て、その後、この非水溶性染料の水分散体に、水性有機溶剤、樹脂、及び必要に応じ
て架橋剤、又は顔料の水分散体を混合して、捺染用インクジェットインクを調製する方法
が挙げられる。なお、非水溶性染料を分散させる際に、水溶性有機溶剤及び界面活性剤等
を添加してもよい。
【００３７】
　本発明の捺染用インクジェットインクは、前処理剤が塗布されていない布帛にもにじま
ずに直接印画することができるため、作業性の観点でも有用である。
【００３８】
［インクカートリッジ］
　本発明のインクカートリッジは、上記本発明の捺染用インクジェットインクを充填した
インクカートリッジである。
【００３９】
［インクジェット捺染方法］
　本発明のインクジェット捺染方法は、本発明の捺染用インクジェットインクを、インク
ジェット方式で直接布帛に印捺する工程を有するインクジェット捺染方法である。
　本発明のインクジェット捺染方法は、布帛が、凝集剤を含む水性前処理液により前処理
された布帛であってもよい。すなわち、本発明のインクジェット捺染方法は、凝集剤を含
む水性前処理液を布帛に付与して、前処理された布帛を得る前処理工程を有していてもよ
い。
　なお、本発明において、捺染用インクジェットインクを、インクジェット方式で布帛に
「直接印捺する」とは、転写工程が不要であり、捺染用インクジェットインクが直接布帛
に印捺されることを指す。
　本発明のインクジェット捺染方法は、廃水及び転写紙などの廃材を出さず、簡便な方法
であり、有用である。
【００４０】
（前処理工程）
　上記第２態様における前処理工程は、凝集剤を含む水性前処理液を布帛に付与して、前
処理された布帛を得る工程である。水性前処理液を布帛に付与する方法としては、特に限
定されるものではないが、コーティング法、パディング法、インクジェット法、スプレー
法、スクリーン印刷法などが挙げられる。
　水性前処理液に含まれる凝集剤としては、非水溶性染料、樹脂もしくは顔料の水分散体



(11) JP 2017-171907 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

を凝集させる作用を有するものであれば、特に限定されないが、有機酸、多価金属塩、及
びカチオン性化合物から選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。
【００４１】
＜熱処理工程＞
　本発明のインクジェット捺染方法は、更に、熱処理工程を含むことが好ましい。特に、
布帛に印捺した後に、熱処理工程を行うことで、（ｅ）樹脂が膜を形成しやすくなる。ま
た、非水溶性染料が昇華性分散染料である場合は、昇華性分散染料が昇華してから上記膜
中に拡散することで、色相及び色濃度の観点でより優れた画像を得ることができる。
　熱処理工程は、着色布を加熱することにより行われることが好ましい。
　熱処理工程の温度は、１６０～２２０℃が好ましく、１７０～２００℃がより好ましい
。熱処理工程の加熱時間は、２０秒～１２０秒が好ましく、３０～１００秒がより好まし
く、４０～９０秒が更に好ましい。
【００４２】
＜後処理＞
　本発明の捺染用インクジェットインクにより着色した布帛は、必要に応じて、着色布に
後処理剤を全面にパディング処理することで、風合いの柔軟性及び堅牢性（特に耐摩擦性
）が、更に向上した着色布を得ることができる。柔軟化を目的とした後処理剤としては、
カチオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤、非イオン系界面活性剤、ジメチルシリコ
ーンオイル、アミノシリコーンオイル、カルボキシ変性シリコーンオイル、ヒドロキシ変
性シリコーンオイル、脂肪酸、脂肪酸アマイド、鉱物油、植物油、動物油、可塑剤などが
挙げられる。
　また、着色布表面のスベリ性を向上させる目的の後処理剤としては、金属石鹸、パラフ
ィンワックス、カルナバワックス、マイクロスタリンワックス、ジメチルシリコーンオイ
ル、アミノシリコーンオイル、カルボキシ変性シリコーンオイル、ヒドロキシ変性シリコ
ーンオイルなどが挙げられる。
　パディング処理は、これらの後処理剤を水溶媒にミキサー攪拌により乳化、熱乳化、又
は分散したものに、着色布を浸漬しマングル等で絞り乾燥、熱処理を加えて処理する。
　また、後処理剤中に固着剤として樹脂エマルジョンを少量配合することにより、着色布
の耐摩擦性を向上させることができる。後処理剤に対しての配合量は５％未満が好ましく
、これにより着色布の風合いの柔らかさが損なわれにくいため好ましい。
　後処理剤に固着剤として配合する樹脂エマルジョンとしては、特に限定するものではな
いが、アクリル酸エステル樹脂エマルジョン、ウレタン樹脂エマルジョン、エチレン・酢
酸ビニル共重合樹脂（ＥＶＡ樹脂）エマルジョン、シリコーン／アクリル樹脂エマルジョ
ン、ポリエステル樹脂エマルジョンなどを用いることができ、着色布の風合いを柔らかく
するために、これ等の樹脂エマルジョンのガラス転移点が０℃以下であることが好ましい
。
【００４３】
＜布帛＞
　本発明のインクジェット捺染方法は、様々な種類の布帛に適用できる。たとえば、生地
布帛（繊維種）としては、ナイロン、ポリエステル、アクリロニトリル等の合成繊維、ア
セテート、レーヨン等の半合成繊維、綿、絹、毛等の天然繊維、及びこれらの混合繊維、
織物、編み物、不織布等が挙げられる。
　衣料品としては、Ｔシャツ、トレーナー、ジャージ、パンツ、スウェットスーツ、ワン
ピース、ブラウスなどが挙げられる。また、寝具、ハンカチなどにも好適である。
【実施例】
【００４４】
［実施例１］
　（昇華性分散染料分散物１の調製）
　Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ　３５９（「ＤＢ３５９」とも記載する）（１５
質量部）、デモールＮＬ（花王株式会社製）（６質量部）、水（７９質量部）、及び直径
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０．１ｍｍのジルコニアビーズを混合し、遊星型微粒子粉砕機（フリッチュ社製Ｐｕｌｖ
ｅｒｌｓｅｔｔｅ７）を用いて、回転数４００ｒｐｍ（ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　ｐｅｒ　
ｍｉｎｕｔｅ）で、１０時間分散させて分散液を得た。得られた分散液からろ布を用いて
ジルコニアビーズを取り除き、昇華性分散染料分散物１を得た。
　なお、ＤＢ３５９は昇華性分散染料であり、デモールＮＬは分散剤である。
【００４５】
　（捺染用インクジェットインク１の調製）
　上記で得られた昇華性分散染料分散物１（３０質量部）、グリセリン（１０質量部）、
プロピレングリコール（２０質量部）、ＢＹＫ－３４８（ビックケミー・ジャパン社製）
（０．４質量部）、ポリエステル樹脂バイロナールＭＤ－１４８０（「ＭＤ１４８０」と
も記載する）（東洋紡株式会社製, 固形分３０質量％（固形分以外は水）、体積平均粒子
径（Ｍｖ）：１１０ｎｍ）（３０質量部）、及び水（９．６質量部）を混合し、メンブレ
ンフィルター（孔径：０．８μｍ）でろ過し、捺染用インクジェットインク１を調製した
。
　なお、グリセリン及びプロピレングリコールは水性有機溶剤であり、ＢＹＫ－３４８は
界面活性剤である。
【００４６】
　（インクジェット捺染）
　上記で得られた捺染用インクジェットインク１を、インクカートリッジに充填し、イン
クジェットプリンタ（ＰＸ－Ａ７２０、セイコーエプソン株式会社製）を用いて、綿布帛
（綿ブロード４０、色染社製）、ポリエステル布帛（トロピカルＫ７５７２、色染社製）
、綿及びポリエステル混紡布帛（綿６５質量％ポリエステル３５質量％, Ｔ／Ｃブロード
６５／３５、色染社製）、並びにナイロン布帛（ナイロン６ジャージ、色染社製）にそれ
ぞれパッチ画像を記録して着色布を得た。
【００４７】
　（加熱処理）
　得られた着色布を２０℃で１２時間乾燥後、ヒートプレス機（卓上自動平プレス機ＡＦ
－５４ＴＥＮ型,アサヒ繊維機械株式会社製）を用いて２００℃、６０秒の条件で加熱し
、インクを定着させた。
【００４８】
　（評価方法）
　実施例１で得た着色布の画像の染色特性を、測色機（Ｇｒｅｔａｇ　Ｍａｃｂｅｔｈ　
Ｓｐｅｃｔｒｏｌｉｎｏ，Ｘ－Ｒｉｔｅ社製）を用いて評価した。色相、色濃度ともに良
好な結果が得られた。
【００４９】
＜色相＞
　明度（Ｌ＊）、色度（ａ＊、ｂ＊）から算出した彩度Ｃ値により、ＯＤ（Ｏｐｔｉｃａ
ｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ）値１．０のときに、以下の基準で評価した。
　Ａ：Ｌ＊＞５０且つＣ＞４０
　Ｂ：Ｌ＊＞４０且つ３０＜Ｃ≦４０、又は、４０＜Ｌ＊≦５０且つＣ＞３０
　Ｃ：Ｌ＊≦４０、又は、Ｃ≦３０
【００５０】
＜色濃度＞
　ＯＤ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ）値により以下の基準で評価した。
　Ａ：ＯＤ値　１．２以上
　Ｂ：ＯＤ値　１．０以上１．２未満
　Ｃ：ＯＤ値　１．０未満
【００５１】
［実施例２］
　実施例１で使用した昇華性分散染料（ＤＢ３５９）の代わりに、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒ
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ｓｅ　Ｒｅｄ　６０（ＤＲ６０）を用いた以外は、実施例１と同様にして昇華性分散染料
分散物の調製、捺染用インクジェットインクの調製、インクジェット捺染、及び加熱処理
を実施した。なお、実施例２で調製した昇華性分散染料分散物を「昇華性分散染料分散物
２」とも呼ぶ。
【００５２】
［実施例３］
　実施例１で使用した樹脂（ＭＤ１４８０）の代わりにポリウレタン樹脂ＷＢＲ－２１０
１（「ＷＢＲ２１０１」とも記載する）（大成ファインケミカル株式会社製, 固形分２５
質量％（固形分以外は水）、 体積平均粒子径：４１ｎｍ）を用い、各成分の含有量を表
１に示した値に変更した以外は、実施例１と同様にして昇華性分散染料分散物の調製、捺
染用インクジェットインクの調製、インクジェット捺染、及び加熱処理を実施した。
【００５３】
［実施例４］
　実施例１で使用した樹脂（ＭＤ１４８０）の代わりに塩化ビニル樹脂 ビニブラン２７
８（日信化学工業株式会社製、固形分４２質量％（固形分以外は水）、体積平均粒子径１
５０ｎｍ）を用い、各成分の含有量を表１に示した値に変更した以外は、実施例１と同様
にして昇華性分散染料分散物の調製、捺染用インクジェットインクの調製、インクジェッ
ト捺染、及び加熱処理を実施した。
【００５４】
［実施例５］
　実施例４と同様の成分で、各成分の含有量を表１に示した値に変更した以外は、実施例
４と同様にして昇華性分散染料分散物の調製、捺染用インクジェットインクの調製、イン
クジェット捺染、及び加熱処理を実施した。
【００５５】
［実施例６］
　実施例１の捺染用インクジェットインク１の調製において、更に水系ブロックドイソシ
アネート架橋剤ＮＢＰ－２１１（明成化学工業株式会社製、固形分４０質量％（固形分以
外は水））（２．５質量部）を添加し、水の含有量を表１に示した値に変更した以外は、
実施例１と同様にして昇華性分散染料分散物の調製、捺染用インクジェットインクの調製
、インクジェット捺染、及び加熱処理を実施した。
【００５６】
［実施例７］
　実施例２で使用した樹脂（ＭＤ１４８０）の代わりにポリウレタン樹脂ＷＢＲ－２１０
１（大成ファインケミカル株式会社製、固形分２５質量％（固形分以外は水）、体積平均
粒子径：４１ｎｍ）を用い、更に水系ブロックドイソシアネート架橋剤メイカネートＴＰ
－１０（明成化学工業株式会社製, 固形分４４質量％）（２．３質量部）を添加し、各成
分の含有量を表１に示した値に変更した以外は、実施例２と同様にして昇華性分散染料分
散物の調製、捺染用インクジェットインクの調製、インクジェット捺染、及び加熱処理を
実施した。
【００５７】
［実施例８］
　実施例１の捺染用インクジェットインク１の調製において、更に水系ブロックドイソシ
アネート架橋剤メイカネートＴＰ－１０（明成化学工業株式会社製、固形分４４質量％（
固形分以外は水））（２．３質量部）を添加し、各成分の含有量を表１に示した値に変更
した以外は、実施例１と同様にして昇華性分散染料分散物の調製、捺染用インクジェット
インクの調製、インクジェット捺染、及び加熱処理を実施した。
【００５８】
［実施例９］
　各成分の含有量を表１に示した値に変更した以外は、実施例８と同様にして昇華性分散
染料分散物の調製、捺染用インクジェットインクの調製、インクジェット捺染、及び加熱
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処理を実施した。
【００５９】
　下記表１には、実施例１～９の捺染用インクジェットインク中の各成分の含有量（質量
部）、及び昇華性分散染料の体積平均粒子径、昇華性分散染料の含有量に対する樹脂の含
有量の比（質量比）を記載した。
【００６０】
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【表１】

【００６１】
［比較例１］
　前述の実施例１における昇華性分散染料分散物１（２０質量部）、グリセリン（１０質
量部）、プロピレングリコール（２０質量部）、ＢＹＫ－３４８（０．４質量部）、及び
水（４９．６質量部）を混合し、ＰＴＦＥ（ポリテトラフロオロエチレン）製メンブレン
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フィルター（孔径：０．８μｍ）でろ過し、捺染用インクジェットインクＲ１を調製した
。捺染用インクジェットインクＲ１を用い、実施例１と同様にインクジェット捺染、及び
加熱処理を実施し、同様に着色布の評価を行った。
【００６２】
［比較例２］
　（捺染用インクジェットインクの調製）
　Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ９（５質量部）、グリセリン（１２質量部）、トリエチレ
ングリコールモノブチルエーテル（２質量部）、２－ピロリドン（３質量部）、サーフィ
ノール４６５（１質量部）、１，２－へキサンジオール（２質量部）、及び水（７５質量
部）を混合し、メンブレンフィルター（孔径：０．８μｍ）でろ過し、捺染用インクジェ
ットインクＲ２を得た。
　（布帛の前処理）
　アルギン酸ナトリウム（４質量部）、グアガム（三晶社製 ＭＥＹＰＲＯＧＵＭ、４質
量部）、硫酸アンモニウム（４質量部）、水（８８質量部）を混合して前処理剤を調製し
た。この前処理剤を各種布帛に塗布した後、ピックアップ率７０％で絞って２４時間乾燥
させた。
　（インクジェット捺染方法）
　捺染用インクジェットインクＲ２を用いた以外は、実施例１と同様の方法でインクジェ
ット捺染を実施した。
　（着色布の後処理）
　上記印染した布帛を１００℃で３０分間スチーミング処理し、ラッコールＳＴＡ（明成
化学株式会社製）０．２％水溶液を用いて６０℃で１０分間洗浄し、乾燥させて着色布を
得た。
【００６３】
［比較例３］
　（捺染用インクジェットインクの調製）
　Ｃ．Ｉ．Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｂｌｕｅ７２（１２質量部）、グリセリン（１２質量部）
、トリエチレングリコールモノブチルエーテル（２質量部）、２－ピロリドン（３質量部
）、サーフィノール４６５（１質量部）、１，２－へキサンジオール（２質量部）、及び
水（６８質量部）を混合し、メンブレンフィルター（孔径：０．８μｍ）でろ過し、捺染
用インクジェットインクＲ３を得た。
　（布帛の前処理）
　アルギン酸ナトリウム（１５質量部）、尿素（１０質量部）、炭酸ナトリウム（３質量
部）、水（７２質量部）を混合して前処理剤を調製した。この前処理剤を各種布帛に塗布
した後、ピックアップ率７０％で絞って２４時間乾燥させた。
　（インクジェット捺染方法）
　捺染用インクジェットインクＲ３を用いた以外は、実施例１と同様の方法でインクジェ
ット捺染を実施した。
【００６４】
　（着色布の後処理）
　上記印染した布帛を１０２℃で１０分スチーミング処理し、ラッコールＳＴＡ（明成化
学株式会社製）０．２％水溶液を用いて６０℃で１０分間洗浄し、乾燥させて着色布を得
た。
【００６５】
［比較例４］
　（顔料分散物１の調製）
　スチレン-アクリル酸共重合体 ジョンクリル６７８（ＢＡＳＦ社製）（３質量部）、ジ
メチルアミノエタノール（１．３質量部）、水（８０．７質量部）を７０℃で攪拌し混合
した。次いで、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：３（１５質量部）、粒径０．５
ｍｍのジルコニアビーズを体積率で５０％充填し、サンドグライダーミルを用いて分散し
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、顔料であるＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：３の含有量が１５質量％のシアン
顔料分散物（顔料分散物１）を得た。
　（捺染用インクジェットインクの調製）
　上記顔料分散物１（２０質量部）、ポリウレタン樹脂 ＷＢＲ－２１０１（大成ファイ
ンケミカル株式会社製, 固形分２５％）（２４質量部）、グリセリン（１２質量部）、ト
リエチレングリコールモノブチルエーテル（２質量部）、２－ピロリドン（３質量部）、
サーフィノール４６５（１質量部）、１，２－へキサンジオール（２質量部）、及び水（
３６質量部）を混合し、メンブレンフィルター（孔径：０．８μｍ）でろ過し、捺染用イ
ンクジェットインクＲ４を得た。
　（インクジェット捺染）
　捺染用インクジェットインクＲ４を用いた以外は、実施例１と同様の方法でインクジェ
ット捺染を実施した。
　（加熱処理）
　加熱条件を１５０℃、３分に替えた以外は、実施例１と同様の方法で着色布の加熱処理
を実施した。
【００６６】
　実施例１～９、比較例１～４の評価結果を以下に示す。
【００６７】
【表２】

【００６８】
【表３】

【００６９】
【表４】

【００７０】
【表５】

【００７１】
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【表６】

【００７２】
【表７】

【００７３】
【表８】

【００７４】
【表９】

【００７５】
【表１０】

【００７６】
【表１１】

【００７７】
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【表１２】

【００７８】
【表１３】

【００７９】
【表１４】

【００８０】
　上記結果から明らかなように、本発明の実施例の捺染用インクジェットインクを用いて
インクジェット捺染を行った場合は、様々な種類の布帛において、色相及び色濃度に優れ
た画像を得ることができた。これに対して、比較例１は樹脂を添加していないため、昇華
性分散染料が布帛上に分散状態で存在することから、所望の色相および色濃度が得られな
かった。比較例２、３はそれぞれ従来の酸性染料、反応性染料であり、染料との相互作用
が限定的であるために特定の布帛しか染色できない。また、比較例４は顔料インクであり
、様々な布帛を染色することは出来るが、色相および色濃度は満足できる性能ではなかっ
た。
【００８１】
［実施例１０］
　（捺染用インクジェットインクＡ（１）の調製）
　上記実施例１で得られた昇華性染料分散物１（２０質量部）、上記比較例４で得られた
顔料分散物１（１０質量部）、グリセリン（１０質量部）、プロピレングリコール（２０
質量部）、ＢＹＫ－３４８（ビックケミー・ジャパン社製）（０．４質量部）、ポリエス
テル樹脂バイロナールＭＤ－１４８０（３０質量部）、及び水（９．６質量部）を混合し
、メンブレンフィルター（孔径：０．８μｍ）でろ過し、捺染用インクジェットインクＡ
（１）を調製した。捺染用インクジェットインクＡ（１）において、昇華性分散染料、顔
料、及び樹脂は分散していた。
　（インクジェット捺染方法記録方法）
　上記で得られた捺染用インクジェットインクＡ（１）を、インクカートリッジに充填し
、インクジェットプリンタ（ＰＸ－０４５Ａ、セイコーエプソン株式会社製）を用いて、
綿布帛（綿ブロード４０、色染社製）に画像を記録した。
　（加熱方法）
　上記得られた着色布を２０℃で１２時間乾燥後、ヒートプレス機（卓上自動平プレス機
　ＡＦ－５４ＴＥＮ型，アサヒ繊維機械株式会社製）を用いて２００℃、６０秒の条件で
加熱し、インクを定着させた。
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　（評価方法）
　実施例１と同様の方法で評価した。
【００８２】
［実施例１１］
　（顔料分散物２の調製）
　比較例４の顔料分散物１の調製において、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：３
を、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１２２（「ＰＲ１２２」とも記載する）（１２質量
部）に変更し、水を８３．７質量部に変更した以外は比較例４と同様の方法で分散し、顔
料である、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１２２の含有量が１２質量％のマゼンタ顔料
分散物（顔料分散物２）を得た。
　（捺染用インクジェットインクＡ（２）の調製）
　上記実施例１０の昇華性染料分散物１の代わりに実施例２で得られた昇華性分散染料分
散物２を用い、顔料分散物１の代わりに顔料分散物２を用いた以外は、実施例１０と同様
の方法で捺染用インクジェットインクＡ（２）の調製を実施した。
　（インクジェット捺染、加熱処理および評価）
　捺染用インクジェットインクＡ（１）に代えて捺染用インクジェットインクＡ（２）を
用いた以外は実施例１０と同様の方法で、インクジェット捺染、加熱処理、及び評価を実
施した。
【００８３】
［実施例１２］
　（油溶性染料分散物１の調製）
　Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　８（「ＳＲ８」とも記載する）（１５質量部）、デ
モールＮＬ（花王株式会社製）（４質量部）、オレイン酸ナトリウム（和光純薬株式会社
製）（１質量部）、水（８０質量部）、及び直径０．１ｍｍのジルコニアビーズを混合し
、遊星型微粒子粉砕機（フリッチュ社製Ｐｕｌｖｅｒｌｓｅｔｔｅ７）を用いて、回転数
４００ｒｐｍ（ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　ｐｅｒ　ｍｉｎｕｔｅ）で、１０時間分散させて
分散液を得た。得られた分散液からろ布を用いてジルコニアビーズを取り除き、油溶性染
料分散物１を得た。
　なお、ＳＲ８は油溶性染料であり、オレイン酸ナトリウムは分散助剤である。
　（捺染用インクジェットインクＡ（３）の調製）
　実施例３において、昇華性分散染料分散物１に代えて油性染料分散物１を用いた以外は
、実施例３と同様の方法で捺染用インクジェットインクＡ（３）の調製を実施した。
　（インクジェット捺染、加熱処理および評価）
　捺染用インクジェットインクＡ（１）に代えて捺染用インクジェットインクＡ（３）を
用いた以外は実施例１０と同様の方法で、インクジェット捺染、加熱処理、および評価を
実施した。
【００８４】
［実施例１３］
　実施例１２の捺染用インクジェットインクＡ（３）の調製において、更に実施例１１で
調製した顔料分散物２（５質量部）添加し、各成分の含有量を表１５に示した値に変更し
た以外は実施例１２と同様の方法でインクジェット捺染用インクＡ（４）の調製、インク
ジェット捺染、加熱処理および評価を実施した。
【００８５】
［実施例１４］
　（凝集剤を含む水性前処理液の調製）
　カチオマスターＰＤ－７（含凝集剤；四日市合成株式会社製、固形分５０質量％）（５
０質量部）、ＢＹＫ３４８（ビックケミー・ジャパン株式会社製）（５質量部）、グリセ
リン（１００質量部）、水（８４５質量部）を混合し、撹拌することにより、水性前処理
液を調製した。
　（前処理工程）



(21) JP 2017-171907 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

　上記調製した水性前処理液を、パディング法により綿布帛（綿ブロード４０、色染社製
）に絞り率７０％で絞って２４時間乾燥させた。なお、絞り率（％）は、水性処理液を含
んだ布帛を絞った後の、布帛に対する水性処理液の残存量（質量比率）を表す。
　（インクジェット捺染、加熱処理および評価）
　実施例１３のインクジェット捺染において、綿布帛の代わりに前処理工程後の綿布帛を
用いた以外は、実施例１３と同様の方法でインクジェット捺染、加熱処理および評価を実
施した。
【００８６】
［実施例１５］
　（油溶性染料分散物２の調製）
　実施例１２の油溶性染料分散物１の調製において、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　
８の代わりにＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　７（「ＳＢ７」とも記載する）を用
いた以外は実施例１２と同様の方法で油溶性染料分散物２を調製した。
　（捺染用インクジェットインクＡ（５））
　実施例１３の捺染用インクジェットインクＡ（４）の調製において、油溶性染料分散物
１の代わりに油溶性染料分散物２（２０質量部）、顔料分散物２の代わりにＢＯＮＪＥＴ
　ＢＬＡＣＫ　ＣＷ－１（オリエント化学工業株式会社製、顔料固形分：２０質量％）（
１０質量部）を用い、各成分の含有量を表１５に示した値に変更した以外は実施例１２と
同様の方法で捺染用インクジェットインクＡ（５）を調製した。なお、ＢＯＮＪＥＴ　Ｂ
ＬＡＣＫ　ＣＷ－１は顔料としてカーボンブラック（「ＣＢ」とも記載する）を含む。
　（インクジェット捺染、加熱処理）
　捺染用インクジェットインクＡ（１）に代えて捺染用インクジェットインクＡ（５）を
用いた以外は実施例１０と同様の方法でインクジェット捺染、加熱処理を実施した。
　（評価方法）
　実施例１５で得た着色布の画像の染色特性を、測色機（Ｇｒｅｔａｇ　Ｍａｃｂｅｔｈ
　Ｓｐｅｃｔｒｏｌｉｎｏ，Ｘ－Ｒｉｔｅ社製）を用いて評価した。色濃度が良好な結果
が得られた。
＜色濃度＞
　ＯＤ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ）値により以下の基準で評価した。
　Ａ：ＯＤ値　１．３以上
　Ｂ：ＯＤ値　１．１以上１．３未満
　Ｃ：ＯＤ値　１．１未満
【００８７】
［実施例１６］
　実施例１４の前処理工程において、綿布帛の代わりにポリエステル布帛（トロピカルＫ
７５７２、色染社製）を用いた以外は実施例１４と同様の方法で前処理工程を実施した。
　上記前処理済のポリエステル布帛を用いた以外は実施例１５と同様の方法でインクジェ
ット捺染、加熱処理および評価を実施した。
【００８８】
［比較例５］
　比較例４の捺染用インクジェットインクＲ４の調製において、顔料分散物１の代わりに
顔料分散物２（２５質量部）を用い、樹脂（ＷＢＲ－２１０１）をＭＤ－１４８０に変更
し、各成分の含有量を表１６に示した値に変更した以外は比較例４と同様の方法で捺染用
インクジェットインクＲ５を調製した。捺染用インクジェットインクＡ（１）に代えて捺
染用インクジェットインクＲ５を用いた以外は実施例１０と同様の方法でインクジェット
捺染、加熱処理、および評価を実施した。
【００８９】
［比較例６］
　実施例１５の捺染用インクジェットインクＡ（５）の調製において、油溶性染料分散物
２を除き、水の含有量を表１６に示した値に変更した以外は、実施例１５と同様の方法で
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捺染用インクジェットインクＲ６を調製した。捺染用インクジェットインクＡ（５）に代
えて捺染用インクジェットインクＲ６を用いた以外は実施例１５と同様の方法でインクジ
ェット捺染、加熱処理、および評価を実施した。
【００９０】
［比較例７］
　比較例６のインクジェット捺染において、綿布帛の代わりにポリエステル布帛を用いた
以外は比較例６と同様の方法でインクジェット捺染、加熱処理、および評価を実施した。
【００９１】
［比較例８］
　実施例１１の捺染用インクジェットインクＡ（２）の調製において、樹脂（ＭＤ－１４
８０）を除き、水の含有量を表１６に示した値に変更した以外は、実施例１１と同様の方
法で捺染用インクジェットインクＲ７を調製した。捺染用インクジェットインクＡ（２）
に代えて捺染用インクジェットインクＲ７を用いた以外は実施例１１と同様の方法でイン
クジェット捺染、加熱処理、および評価を実施した。
【００９２】
【表１５】
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【００９３】
【表１６】
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